資料２

職員の復職届（傷病）に関する手順

1、 復職願：様式１

1 傷病における休職者が復職する場合、就業規則16条2項に基づき、休職者本人から復職届を申請してもらう。　

2 復職時は、所属長（就業規則によるAOM以上の管理者）が面接をし、届けに所見（コメント）を記入するようにする。

2、 伝染病について

1 感染症予防法の趣旨を踏まえて伝染病の種類を整理し、伝染病の伝染防止を目的とした学校保健法に基づく出席停止を参考にする。

2 上記内容を踏まえ伝染病チェックリストを作成、面接時に使用する：様式２

3、 診断書の提出

1 原則、復職時は診断書を提出してもらう。

2 但し、第2種（結核を除く）伝染病に関しては、診断書は添付しない。チェックリストに基づき面接し、業務に支障があると判断した場合のみ、再受診（診断書提出）をしてもらう。

参照：学校保健法施行規則第20条
	
	出席停止期間の基準

	第１種
	治療するまで。

	第２種（結核を除く）
	伝染病ごとに定めた出席停止の期間の基準どおり。

ただし、病状により、学校医その他の医師において伝染の恐れが無いと認めた時にはこの限りではない。

	結核及び第３種
	病状により、学校医その他の医師において伝染の恐れが無いと認めるまで。


4、 申請手順

1 傷病による復職申請のフローシートを参照とする

